
令和７年度６月補正予算案 

 

Ⅰ 規 模 

一 般 会 計 （債務負担行為    ８億６，８９０万円） 

 

総       額               ８億６，８９０万円 

 

 

Ⅱ 補正予算案の概要 

 

１ 一般会計補正予算案                            ８億６，８９０万円 

     

（１）地域経済の活性化                  ３億３，７００万円 

 

ア 米国関税措置に対する新規チャレンジ支援事業          ２，０００万円 

 海外市場開拓支援事業                                 ５００万円 

米国関税措置の影響により、取引の縮小が懸念される中小企業の販路拡大や新規

事業展開等の支援に要する経費。 

 

イ 航空物流支援事業                  ２億２，９００万円 

 次世代航空物流構築事業                       ５，７００万円 

企業活動を下支えする北九州空港の物流拠点化を加速させるため、福岡県と緊密

に連携した集貨促進に要する経費。 

 

ウ 農林水産事業者を応援！直売所・朝市クーポン事業       １，８００万円 

物価高に対する生活者及び生産者への支援として、市内の直売所等で利用できる

クーポンの配布に要する経費。 

 

エ （仮称）キタキューまちなかアート事業           ８００万円 

歌があふれるまちづくりの推進に向け、企業版ふるさと納税を活用した音楽イベ

ントの実施に要する経費。 

 

（２）子育て・教育環境の充実               １億７，１９０万円 

 

ア こどもの居場所づくり支援体制強化モデル事業        ２１０万円 

ＮＰＯ法人等と連携した、こどもが安全で安心して過ごせる多様な居場所づくり

のモデル事業の実施に要する経費。 

 

 



イ 学びの多様化学校開校準備事業             ２，２８０万円 

不登校の中学生の多様な学習機会を確保するため、「学びの多様化学校」開校（令

和９年４月予定）に向けた、教育センター（八幡西区相生町）の一部改修に係る基

本・実施設計等に要する経費。 

 

ウ 教員処遇改善に伴うシステム改修事業       １億４，７００万円 

国の法改正に伴い、令和８年から実施予定である教員処遇改善等に係る教職員人

事給与システム等の改修に要する経費。 

 

（３）社会インフラの安全対策               ３億６，０００万円 

 

ア 常盤橋関連事業                  ３億６，０００万円 

常盤橋に係る安全確保上支障のある木製の橋げたを取り外すとともに、架け替え

を軸とした今後のあり方の検討に要する経費。 


